
ｍ＾  

     
 

 
 

学校を再開するにあたって～安心・安全な学校にするために～   校長  猪瀬  政幸  
 
ようやく学校が再開できました。三月からおよそ三ヶ月間、教室に生徒の姿がない学校という

のは寂しいものでした。分散登校とはいえ、本来の学校の姿に近づき、大変うれしく思います。  
とは言え、コロナが収束したわけではありません。社会全体が、新しい生活スタイルに変わりま

した。学校生活も、これまでとは違うものとなります。  
友達との距離をあけたり、向かい合っておしゃべりすることも控えなければなりません。伝統

行事である体育祭や合唱祭も実施が困難になりました。当面は部活動も活動できません。  
しかし、学校の目的、学校が存在する意義が変わったわけではありません。  
人と人がつながること。相手のことを思いやること。自分自身を磨くこと。等々、  
これら本質的なものは何ら変わりありません。  
 
「コロナのせいで」と嘆いていても、気持ちが落ち込むだけです。以前も話しましたが、ぜひ

「ピンチをチャンスに変える」という発想をしてください。  
生徒の皆さんは、大人と違って柔軟な頭をもっています。  
くしくも今年は開校４０周年の年。「新生四中」というスローガンのもと、次の時代に向けて四

中の歴史が始まろうとしています。限られた条件の中ですが、新たなアイディアを生みだし、全

校が一致団結して、人生で一度しかない中学校生活を思い切り楽しんでください。  
 
しかしながら、これまで以上に大きな不安や悲しみ、悔しさなど、ネガティブな感情を抱くこと

も多いかと思います。理由はともかく、この感情の原因はストレスホルモンによるものです。  
体内からストレスホルモンを減らす方法として、「睡眠」「運動」などがありますが、「人に話

す（相談する）」ということも有効な手段です。もし、不安な気持ちが自分自身で解消できなかっ

たら、一人で抱えることなく友達や先生に相談してください。「人とつながる」「相手を思いや

る」「親切にする」「感謝する」こういったことで幸福を感じるホルモンが出るため、相談された

人にとってもプラスになるはずです。  
互いに支え合い、互いに高めあって、互いを大切に思いながら、安心安全な学校生活を送りまし

ょう。  
コロナとともに生き抜くために、奪い合いではなく、助け合いの世の中にしなければならなに

のだから。  

 

【オンライン授業等に向けての取り組み】  

休校期間中は、YouTube による授業動画配信という形をとらせていただきました。  

今後、政府の「GIGA スクール構想」の一環で、一人一台の情報端末が今年度中に整備（狛江市は９

月以降の見込み）されることになりますが、現在は各家庭でのネットワーク環境が異なるため、双方

向でのオンライン授業を実施するのは困難な状況にあります。  

しかしながら四中では、午前・午後の自宅学習時間帯において、Zoom（オンラインミーティング）

を活用した学活（自習室）を６月から試行的に取り入れてまいります。生徒同士のコミュニケーショ

ンの場を確保する意味もありますので、ご協力お願いいたします。（参加は強要しません）  

〇午前・午後、定期的に学年ごと９０分程度のミーティングを行う。  

〇始めに全体で学活（出席確認、連絡等）を行った後、少人数グループに分かれる。  

〇各自で自習しながら、必要に応じてグループ内で教え合ったり、情報交換（おしゃべり含む）

を行う。  

〇時間を区切って、少人数グループを組み替える。  
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絵手紙に取組みました 

今年度狛江市が市政５０周年を迎えるにあたって、市内の小中学校

の児童・生徒に狛江市発祥の絵手紙を通して、郷土愛を深くしてもう

ことを趣旨として、市政５０周年記念「絵手紙発祥の地―狛江」の公

募が行われました（臨時休校中）  

。本校も多くの生徒が参加し、担任宛に絵手紙を送ってくれました。

そのいくつかを紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
６月はふれあい月間です  

東京都教育委員会は、「心の東京革命」教育推進の一環とし

て、６月、１１月、２月を「ふれあい月間（イジメ防止強化月

間）」と定めています。しかし、今年度は、新型コロナウィル

スの感染拡大防止の対応で臨時休校が続き、ようやく６月より

学校での授業が少しずつ出来るようになったところです。校内

に生徒の学習する姿や笑い声が戻ってきました。さて、いじめ

や不登校、暴力行為等の問題行動について日頃から点検すると

ともに、早期発見・早期対応、未然防止等につながる取組を推

進することが大切です。本校でも、Ｑ－Ｕアンケートの実施（６

月は延期）や面談（三者、SC 等）の実施、生徒同士がふれあう

活動を重視した教育等を通して、全生徒が楽しく、安全に、安

心して学校生活ができるよう教職員一同取り組んで参ります。

６月１日に「こころ・いじめのアンケート」を実施しました。

ご家庭の会話の中でも「やさしい心遣い」や「人権」等を話題にしていただければと思います。

よろしくお願いいたします。  

6 月初旬の主な行事  

6/ 4 個人写真  

9 2・3 年休校期間学

習成果確認テスト  

10  1 年休校期間学習成

果確認テスト  

 

今後の行事予定につきましては、

確定できていません。市教委とも連

携して確定し次第お知らせしてい

きます。  


